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町
民
の
皆
さ
ま
は
じ
め
ま
し
て
。こ

の
度
、広
報
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長

を
拝
命
さ
れ
ま
し
た
新
人
の
仲
里
賢
次

で
す
。

　

さ
て
、今
シ
ー
ズ
ン
も
大
谷
翔
平
選

手
の
活
躍
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。６
月
に

は
投
手
と
し
て
復
帰
し
、リ
ハ
ビ
リ
中

で
あ
り
な
が
ら
１
６
０
㎞
／
ｈ
越
え
の

ス
ト
レ
ー
ト
を
披
露
。さ
ら
に
投
手
で

あ
り
な
が
ら
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
オ
ー
ル
ス

タ
ー
前
最
多
本
塁
打
記
録
を
塗
り
替

え
る
等
、１
５
０
年
以
上
の
歴
史
あ
る

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
記
録
と
伝
説
を
塗

り
替
え
て
い
る
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
こ

と
が
で
き
、日
本
人
と
し
て
、野
球
フ
ァ

ン
と
し
て
彼
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
熱
い
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、

益
々
彼
の
一
投
一
打
か
ら
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、９
月
５
日
〜
14
日

の
期
間
に
お
い
て
、第
31
回
Ｕ‒

18
野
球

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
初
め
て
沖
縄
で
開

催
さ
れ
ま
す
。歴
史
の
あ
る
大
会
が
、再

び
日
本
で
開
催
さ
れ
る
の
は
２
０
１
５

年
の
大
阪
大
会
以
来
２
度
目
と
な
り
、

地
元
の
声
援
を
背
に
、前
回
初
優
勝
し

た
日
本
代
表
は
連
覇
を
狙
い
ま
す
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
球
場
へ
足
を
運

び
、大
谷
翔
平
選
手
の
よ
う
に
、世
界
で

活
躍
す
る
将
来
の
ス
タ
ー
選
手
の
卵
を

応
援
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
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記
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住 み や す い ま ち へ ―あ な た の 声 を と ど け ま す

よなばるよなばる

与那原町３チームと西原町１チームが対戦  ■１位：当添シーマンズ　■２位：西原バッファローズ（招待チーム）
第136回 与那原町少年野球夏季大会（７月19日開催）

当
添
シ
ー
マ
ン
ズ 

優
勝

当
添
シ
ー
マ
ン
ズ 

優
勝

■ 東恩納 瑠花さん（写真左）
　 （与那原東小学校出身 チーム名：与那原JVC）
■ 具志堅 咲和さん（写真中央）
　 （与那原東小学校出身 チーム名：与那原JVC）
■ 豊島 りこさん（写真右）
　 （与那原小学校出身 チーム名：与那原ウィ゙クトリー）

●東恩納さん：チームが優勝一筋で全員輝いて

　カッコよかった。
●具志堅さん：応援してくれるOB・OGや先

　輩・地域の方々の期待の優勝ができてよかっ

　た。

●豊島さん：去年、西高に負けてその悔しさを

　バネに優勝できてうれしい。

高校総体22年ぶりに優勝した感想はQ

●東恩納さん：今までの指導者に感謝し一戦で

　も多く戦える様に練習に励む。
●具志堅さん：第一志望の大学に合格し、夢の

　実現に向けて頑張っていく。

●豊島さん：春高バレーの県予選優勝、全国大

　会で全てを出し切る、高校での怪我を糧に自

　分の限界に挑戦したい。 

今後の目標はQ

●東恩納さん：沢山の応援宜しくお願いします。
●具志堅さん：与東小区域に放課後、勉強でき

　る施設が欲しい。

●豊島さん：スポーツが盛んな町にしたい。 

与那原町役場や町議会へ希望・要望は Q

●東恩納さん：保護者・指導者や周りの方に感謝し沢

　山成長していくので応援よろしくお願いします。
●具志堅さん：全国大会で一戦でも多く試合が

　できるようにチーム一丸となって練習に励

　んでいるので応援宜しくお願いします。

●豊島さん：人間性も成長できるチームスポー

　ツに積極的に参加し、日々の成長が感じられ

　るようにお互い頑張っていきましょう。

最後に後輩や町民に一言Q

●東恩納さん：母が経験者で友達に誘われた

　から。
●具志堅さん：母が楽しそうにママさんバレー

　しているの見て始めました。

●豊島さん：小学生の頃に友達に誘われて、い

　つの間にかバレーが大好きになった。

バレーボールをはじめたきっかけはQ

江口ホエールズ 与那原マリンズ

当添シーマンズ

アンケートに
ご協力お願いします
「よなばる議会だより」に関する
ご意見・ご感想などがありました
らお聞かせください。

ア
ン
ケ
ー
ト
は

こ
ち
ら
か
ら

ヒーロー・ヒロインインタビュー

沖縄県高校総体で22年ぶり優勝した知念高校（女子バレー部）
与那原中学校出身の仲良しトリオ

８日（月）～26日（金）  一般質問▶24日（水）～26日（金）9月定例会（予定）

議会報告会

１年間の議会活動を報告し、皆様のご質問にお答えします！
■時間：19時より

上の森かなちホール
９月19日（金）開催

開催決定
町
民
の
み
な
さ
ん

気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ね
〜



第
２
回 

定
例
会
（
６
月
議
会
）

令
和
７
年

令和７年 第２回 定例会（６月議会）
　６月に開催された定例会は６月９日（月）～13日（金）までの５日間の会期で開催され、報告２件、審議事
項として議案９件（補正予算含む）、陳情１件、委員会提出議案１件、議員提出議案１件、選挙２件の合計
12件が審議され、全て全会一致で可決されました。

議案審議と議決結果

与那原町選挙管理委員会委員の選挙

与那原町選挙管理委員会補充委員の選挙

北海道厚岸郡浜中町とのフレンドシップタウン協定について

与原公園トイレ棟建築工事（建築）請負契約について

与那原町水道法施行条例の一部を改正する条例

令和７年度 与那原町一般会計補正予算（第２号）

令和７年度 与那原町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和７年度 与那原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和７年度 与那原町下水道事業補正予算

選挙第８号

選挙第９号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

陳情第３号

委員会提出議案第３号

議員提出議案第４号

高額療養費制度の負担上限引き上げの撤回を求める意見書

高額療養費制度の負担上限引き上げの撤回を求める意見書

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
変更する条例 

令和７年度 沖縄県域GIGAスクール第２期学習者用端末等の調達業務物品
購入契約について

西田昌司参議院議員による沖縄戦の実相をゆがめ、否定する発言に対する
抗議決議文 

全
会
一
致
で
可
決

選
挙
第
８
号
・
第
９
号

議
長
指
名
推
薦

事件番号 結果件　　　　　　　　　名

北海道厚岸郡浜中町との
フレンドシップタウン協定について

※欠席者なし

※開議質問のみを掲載しています（休憩質問は公式な質問ではないため）。

北海道浜中町に決定した、根拠や理念、及び今後の具
体的な計画を伺う。　　　 　　　　　　   （相羽議員）

【提言】
町の税金を使うので、双方でしっかり話し合った上で、
持続可能な取り組みを進めて欲しい。  　   （相羽議員）

浜中町との関係は平成７年に商工会が協定を結んだ
ことに由来する。両町長の話し合いで30年目の節目に
自治体として協定を結び連携を深めることになった。
各課で取り組みを検討中で、内容が決まり次第予算含
め上程していく予定である。　　　　　  （岡総務課長）

議案25号

議案28号 令和７年度与那原町一般会計補正予算（第２号）

Q

土木費の工事請負額が2億8000万円の減額となって
いるが、読み違いなのか、査定が変わったのか、また
は、何かを止めたのか説明いただきたい。   （志村議員）

Q 見積もりが疎かになったとか、変更があったとかではな
く国の補助金が少なく県からの配分が減ったことが要
因である。 　　　　　　　　　   （金城まちづくり課長）

A

A

与原公園トイレ棟建築工事（建築）
請負契約について 

安心・安全のため、トイレの扉の下を少し大きめに空
けられないか。　　　 　　　　 　　 　（諸見里議員）

【提言】
山にあるため、安全対策が必要である。利用中か確認
できると安心なため、しっかり検討していただきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　    （諸見里議員）

設計が出来上がっているため、仕様の変更が可能か、
確認申請との関係含め、設計士と確認しながら検討し
たい。　　　　　　　　　　　   （金城まちづくり課長）

議案26号

Q

A

質 疑 内 容

おわびと訂正 議会だより145号（令和７年７月１日発行）に掲載した我謝孟範議員の一般質問（P.13）にお
きまして、名称の記載に誤りがありました。正しくは右記の通りです。訂正してお詫びいたします。

誤：美津嶽
正：三津武嶽

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
９
月

・
１
４
６
号
）
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委員会提出議案第３号

議員提出議案第４号

第
２
回 

定
例
会
（
６
月
議
会
）

令
和
７
年

高額療養費制度の負担上限額引き上げの撤回をもとめる
　高額療養費は、同一月にかかった医療費の自己負担分が高額になった場合に、自己負担限度額を超えた分を後日払い戻
す制度です。すべての世代で1,250万人が利用しています。
　しかしながら、厚生労働省において、現役世代の保険料の負担軽減等を目的として、自己負担限度額引き上げの検討が行
われています。
　引き上げ額は年収により細かく設定されています。例えば年収370万～770万の層では、最終的に1か月あたり最大５万
8,500円の負担増となり、月額負担が13万8,600円に達する可能性があります。
　こうした負担増に対し、がん患者や難病患者で構成される３団体が、2025年１月29日に「高額療養費制度引き上げ反対」
のオンライン署名を実施しました。
　わずか５日間で７万人を超える署名が集まり、多くの患者・家族の声が寄せられていることが報じられています。「現役世代
の中には、仕事や日常生活を続けながら、ぎりぎりの範囲で毎月医療費を支払い続けている患者とその家族もいる。負担上限
額が引き上げられれば上限まで支払っている患者、特に“長期にわたって継続して治療を受けている患者とその家族”にとっ
ては、生活が成り立たなくなったり、治療の継続を断念せざるを得なくなる可能性が高まる」としています。
　また、開業医などで構成される全国保険医団体連合会（保団連）が、がん患者の子育て支援団体「キャンサーペアレンツ」の
有志と共同で調査を行っています。
　調査では「病気で収入が減る、治療費や子育て費用がかさみ、現状でも家計が厳しい」との回答が５割を超え、医療費負担
が増えた場合に「治療中断を考えている」との回答が４割、「治療回数の減少を考えている」との回答が６割（複数回答）、「子
どもの進路変更を検討せざるを得ない」が５割を超える等、深刻な実態が明らかになっています。
　これだけの影響を及ぼしながら、厚生労働省の試算によると、保険料の引き下げ額は月90円から400円程度にとどまる見
込みです。高額療養費制度は、がん患者をはじめとする重篤な疾患の治療を受けながら高額な医療費を支払う患者・家族に
とって、まさに「命綱」といえる制度です。今回の制度「見直し」は、その命綱を断ち切るに等しいものです。
　患者団体の声を受け、石破総理は「年４回以上は自負担額の見直しを凍結」を打ち出しました。円安・原油高騰による異常
な物価高や「令和の米騒動」により多くの県民・国民は生活苦にあえいでいます。今求められるべきは医療費の窓口負担の引
き下げです。凍結はいずれ解凍されます。県民・国民の暮らしと健康を守るために、負担上限額の引き上げ検討の撤回を求め
ます。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。
　　　　　　令和７年６月13日

　　　　沖縄県与那原町議会　
宛先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣

西田昌司参議院議員による沖縄戦の実相をゆがめ、否定する発言に対する抗議
　令和７年５月３日の憲法記念日に、那覇市内で開催された「憲法シンポジウム」において、講演を行った自民党の西田昌司
参議院議員が、ひめゆりの塔の展示説明に触れ、「要するに日本軍がね、どんどん入ってきて、ひめゆりの隊がね、死ぬことに
なっちゃったと。そして、アメリカが入ってきてね、沖縄は解放されたと。そういう文脈で書いてあるじゃないですか。あそこは、
そうするとね、あれで亡くなった方々、本当に救われませんよ、本当に。だから歴史を書き換えるとこういうことになっちゃうわけ
ですね」と発言した。
　また、西田氏は、その後にも「沖縄の場合、やっぱり地上戦の解釈を含めてですね、かなり無茶苦茶な教育のされ方をしてま
すよね。だから、そのことも含めてもう一度、我々自身がですね、自分の頭で考え、自分の頭で物を見てですね、そしてその流さ
れている情報が、何が正しいのかどうかということをですね、自分たちで取拾選択して、そして自分たちが納得できる歴史を作
らないといけないと思いますよ」とも発言した。
　西田氏の発言は、甚だしい認識錯誤であり、沖縄戦の実相をゆがめ、戦没者や戦争体験者を冒瀆し、沖縄県民の尊厳を踏
みにじり、戦後沖縄の歩みなどの歴史の事実を歪曲するもので、本町議会は、激しい憤りをもって抗議する。
　沖縄戦に動員され、犠牲になったひめゆり学徒隊らを追悼する「ひめゆりの塔」の前にある石碑に刻まれた「ひめゆりの塔の
記」をはじめ、そばに建つ「ひめゆり平和祈念資料館」の展示内容にも、西田氏発言のような記述は過去にも現在にも存在の
事実はなく、ひめゆり平和祈念資料館関係者も明確に否定している。
　西田氏は「ひめゆりの塔」に言及したことを、「ＴＰＯ（時、場所、場面）をわきまえるべきだった」と弁明したが、沖縄の歴史
教育や平和教育を非難した根幹部分は謝罪も撤回もしていない。
　本町議会は再び沖縄を戦場にさせないことを表明するとともに、西田氏に求めるのは、戦後80年たった今も、癒えることの
ない戦争体験者や遺族の深い悲しみの声に真摯に向き合い、沖縄戦の実相・史実を正しく認識することで、発言を撤回し沖
縄県民への謝罪を強く求める。
　以上、決議する。
　　　　　　令和７年６月13日

沖縄県与那原町議会　
宛先：西田昌司参議院議員、内閣総理大臣、自由民主党本部

抗議決議文

意見書
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不
妊
治
療
助
成
金

３
年
間
で
99
人
が
活
用

女
性
防
火
ク
ラ
ブ

　

主
な
イ
ベ
ン
ト
活
動

赤ちゃんを授かりたいカップルに助成金で負担軽減を！

④
東
部
フ
ャ
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
活
動

⑤ 

消
防
出
初
式

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

質
問　
「
不
妊
治
療
」過
去
３
年
の
助

成
金
を
受
け
た
人
数
は
。

照
屋
健
康
保
険
課
長　

令
和
４
年
33

人
、令
和
５
年
40
人
、令
和
６
年
26
人

で
あ
る
。体
外
受
精
、人
口
受
精
は
保
険

適
用
さ
れ
る
。

月
か
ら
２
歳
ま
で
の
未
就
学
児
と
な
っ

て
お
り
、１
か
月
に
つ
き
10
時
間
ま
で
の

利
用
が
可
能
で
あ
る
。

質
問　

保
育
士
の
負
担
増
は
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

実
際
に
実

施
す
る
場
合
は「
余
裕
活
用
型
」で
あ

り
、会
計
年
度
任
用
職
員
も
配
置
し
、

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
、職

員
に
は
事
前
に
周
知
し
な
が
ら
、話
し

合
い
を
し
た
い
。

質
問　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況

を
伺
う
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

令
和
７

年
４
月
現
在
45
名
。
活
動
内
容
は

① 

火
災
予
防
啓
蒙
活
動

② 

火
の
用
心

③ 

救
命
救
急
講
習

質
問　

２
０
２
６
年
度
か
ら
本
格
開

始
す
る「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」と

は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。そ
の
目
的
は
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　
家
庭
保
育
を

し
て
い
る
保
護
者
の
中
に
は
、孤
独
の
中

で
育
児
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

保
護
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、一
時
的
に
育

児
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
り
、育
児
の

負
担
軽
減
に
な
る
と
と
も
に
、子
ど
も

の
育
児
相
談
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。家
庭
と
異
な
る
環
境
や
人
と
の

関
わ
り
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、成

長
を
促
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。対
象
は
６
か

小
・
中
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
常

備
の
現
状

女
性
議
会
の
開
催

ご
み
収
集
事
業
や
分
別
方
法

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
用
具
購
入
の
助
成
金

そ
の
他
の
質
問

質問
答弁

一
時
的
に
育
児
か
ら
の
解
放
と
、人
と
の
関
わ
り
で
成
長
を
促
す ―

 

子
育
て
支
援
課
長

質
問　

今
後
、助
成
金
の
予
定
は
。

照
屋
健
康
保
険
課
長　

治
療
費
に
対

し
て
出
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
り
、参

考
に
し
な
が
ら
、今
後
予
算
も
絡
ん
で

く
る
の
で
、ど
の
よ
う
な
形
で
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」の
活
用
目
的
は

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

諸見里史子
もろ み   ざと  ふみ  こ

 議員

交通指導

ボランテ
ィアの方

へ

かっぱや
雨靴の配

布を！

余
裕
活
用
型
と
は…

保
育
園
の
定
員
数
に
在
籍

児
童
数
が
満
た
な
い
場
合
、定
員
に
余
裕
の
あ
る
児

童
人
数
範
囲
で
、一時
的
に
預
か
り
を
行
う
制
度
。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
９
月

・
１
４
６
号
）
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「
ト
ー
チ
カ
」へ
の

　
歩
道
仮
設
の
進
捗
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
更
新
へ
の
対
応
は

旧日本軍が設置したコンクリート製の防御陣地「トーチカ」

乳幼児向け健診の内容

与那原町で現在実施し
ている健診

乳幼児健診

法律で義務化されている１
歳６か月児健診と３歳児健
診（発育発達及び子育て
の状況を確認し支援に繋
げる）。町独自で、２歳児歯
科健診及び月齢健診等が
ある。

国が新たに推奨してい
る健診

５歳児健診

特に、子供の発達特性に
ついて確認し、就学前から
の支援に繋げることを目的
に実施する。
発達障害等の早期発見や
支援に焦点が置かれてい
る。

必
要
に
な
る
。今
年
度
中
に
は
何
ら
か

の
進
捗
を
見
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

今
年
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

そ
の
も
の
と
、保
険
証
機
能
に
活
用
さ

れ
て
い
る
電
子
証
明
書
の
更
新
が
集
中

す
る
と
思
わ
れ
る
が
、準
備
等
対
応
は

で
き
て
い
る
か
。

安
仁
屋
住
民
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
に
、シ

ス
テ
ム
機
構
か
ら
有
効
期
限
の
３
か
月

前
に
通
知
が
行
く
。今
年
は
下
半
期
に

更
新
が
集
中
す
る
た
め
、人
員
体
制
の

強
化
、予
約
制
の
導
入
な
ど
検
討
し
て

い
き
た
い
。

学
前
に
適
切
な
支
援
の
実
施
や
、個
々

の
子
供
に
併
せ
た
教
育
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。発
達
上
の

特
性
が
指
摘
さ
れ
た
幼
児
の
適
切
な
受

け
入
れ
先
や
、相
談
を
受
け
る
支
援
体

制
が
必
要
に
な
る
。

質
問　

今
年
の
３
月
議
会
で
、戦
後
80

年
と
い
う
節
目
の
今
年
、ト
ー
チ
カ
を

平
和
学
習
に
活
用
で
き
る
よ
う
環
境
作

り
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、歩
道
の
仮

設
を
検
討
す
る
旨
の
返
答
を
い
た
だ
い

た
が
、ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

地
権

者
へ
趣
旨
や
目
的
を
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、現
在
の
予
定
地
は
大
雨
時
に
洪

水
す
る
こ
と
が
土
地
使
用
者
か
ら
の
情

報
で
わ
か
っ
た
た
め
、対
策
を
講
じ
た

歩
道
に
す
る
か
、ま
た
は
、別
ル
ー
ト
に

設
置
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。そ
こ

の
地
権
者
を
含
め
て
引
き
続
き
協
議
が

多
岐
に
わ
た
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

事
前
に
、ど

う
い
う
健
診
を
す
る
の
か
、職
種
で
何

人
必
要
な
の
か
調
整
す
る
必
要
が
あ

る
。発
達
障
害
の
早
期
発
見
対
応
と
い

う
点
で
、保
育
所
や
幼
稚
園
で
持
っ
て

い
る
判
定
会
議
等
の
情
報
提
供
等
含
め

て
の
協
力
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

山
城
学
校
教
育
課
長　

５
歳
児
健
診

を
実
施
す
る
こ
と
で
、発
達
の
特
性
が

早
期
に
把
握
で
き
る
た
め
、小
学
校
入

質
問　

就
学
時
に
的
確
な
個
別
対
応

が
出
来
る
よ
う
、国
は
５
歳
児
健
診
を

推
奨
し
て
い
る
が
、本
町
と
し
て
導
入

予
定
は
あ
る
か
、課
題
を
含
め
説
明
を

い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、連
携
が
必
要
に

な
る
各
課
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

照
屋
健
康
保
険
課
長　

現
時
点
で
は

導
入
は
未
定
で
あ
る
。５
歳
児
健
診
は

発
達
障
害
な
ど
の
早
期
発
見
、早
期
支

援
に
繋
げ
る
こ
と
が
主
な
目
的
に
な
っ

て
い
る
た
め
、専
門
医
や
、保
育
士
、幼

稚
園
教
諭
、教
育
委
員
会
、言
語
聴
覚

士
や
作
業
療
法
士
な
ど
専
門
職
の
確

保
が
必
要
に
な
る
。ま
た
、関
係
機
関
が

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

医
師
等
専
門
職
の
確
保
な
ど
課
題
が
あ
る
た
め
現
在
は
未
定 ―

 

健
康
保
険
課
長

国
が
推
奨
し
て
い
る
５
歳
児
健
診
の
導
入
予
定
は
あ
る
か

一
般

質

問

６
月
定
例
会

志 村 幸司
し　　むら　 こう　 じ

 議員

平和学習
に活用

できるよ
うな対策

を

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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執
行
部
も
議
会
も

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ

異
文
化
体
験
か
ら

　
生
き
る
力
を
学
ぶ

土曜日の練習風景・於与那原中学校

り
規
則
が
不
十
分
。全
国
的
に
は
改
定

が
進
ん
で
い
る
が
見
解
は
。

岡
総
務
課
長　

子
育
て
を
し
つ
つ
議
員

活
動
出
来
る
環
境
の
実
現
は
重
要
。闊

達
な
意
見
交
換
を
な
さ
れ
る
と
良
い
と

思
う
。

照
屋
町
長　

時
代
の
流
れ
だ
と
思
う
の

で
、議
員
み
な
さ
ん
で
議
論
さ
れ
、改
正

に
向
け
て
頂
け
る
方
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。

提
言　

出
産
は
ど
の
立
場
で
あ
ろ
う
と

認
め
ら
れ
る
人
権
で
あ
り
、産
休
は
命

回
答
さ
れ
た
。学
校
と
話
し
合
っ
て
欲

し
い
。

質
問　

正
規
・
会
計
年
度
職
員
の
産

休
、育
休
取
得
の
割
合
は
。

岡
総
務
課
長　

令
和
６
年
度
、女
性
職

員
は
１
０
０
％
、男
性
は
年
度
を
ま
た

い
だ
こ
と
も
あ
り
、25
％
で
あ
る
。

質
問　

対
し
て
、議
会
会
議
則
に
は「
議

員
は
出
産
の
為
に
出
席
出
来
な
い
と
き

は
、あ
ら
か
じ
め
議
長
に
欠
席
届
け
を

出
す
こ
と
が
出
来
る
」の
み
の
記
載
で
あ

質
問　

子
ど
も
に
柔
道
を
指
導
し
て
い

る
団
体
か
ら
、平
日
夜
の
体
育
館
の
使

用
を
要
望
さ
れ
た
が
、部
活
動
の
在
り

方
に
関
す
る
方
針
で
、夜
７
時
以
降
は

使
用
で
き
な
い
と
回
答
さ
れ
た
。柔
軟

に
対
応
で
き
な
い
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

地
域

展
開
な
ど
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、柔

軟
な
対
応
を
考
え
る
こ
と
は
大
切
な
課

題
。検
討
し
て
い
き
た
い
。

提
言　

ス
ポ
ー
ツ
庁
に
確
認
す
る
と

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
78
号
に
お
い
て
、公

共
施
設
は
柔
軟
に
活
用
し
て
ほ
し
い
、

自
治
体
毎
に
時
間
帯
は
変
更
可
能
」と

質問
答弁

地
域
展
開
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く ―

 

生
涯
学
習
振
興
課
長

を
守
る
為
の
権
利
。議
会
で
も
数
字
を

入
れ
た
規
則
を
明
記
し
、多
様
な
人
材

が
安
心
し
て
議
員
活
動
出
来
る
よ
う
、

町
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、公
平

な
社
会
の
実
現
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

質
問　

青
少
年
育
成
交
流
派
遣
事
業

の
場
所
、人
材
、引
率
者
の
選
出
方
法
、

今
後
の
予
定
は
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

２
年

間
は
商
工
会
青
年
部
で
派
遣
実
績
の

あ
っ
た
北
海
道
浜
中
町
と
交
流
し
た

が
、防
災
面
を
考
慮
し
た
阪
神
淡
路
や

東
日
本
な
ど
も
候
補
に
挙
が
っ
た
。今

後
は
人
材
育
成
の
目
的
に
添
っ
た
効
果

の
あ
る
派
遣
先
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、広
報
誌
な
ど
で
中
学
生
を
対
象

に
広
く
募
集
し
て
お
り
、昨
年
は
28
名

中
15
名
を
選
出
し
た
。

垣
花
教
育
長　

人
材
育
成
に
強
い
場

所
を
選
定
し
て
い
き
た
い
。

提
言　

交
流
場
所
は
幅
広
く
検
討
し
、

ま
た
、派
遣
人
材
も
重
複
す
る
こ
と
な

く
、多
く
の
生
徒
に
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
。（
２
名
は
２
年
連
続
参
加
）

体
育
館
使
用
時
間
を
柔
軟
に
で
き
な
い
か

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

相羽としえ
あい  ば

 議員

体育館平
日夜も

使用可能
な対応を

！

経済

健康

政治 教育
0.2

0.4

0.6

0.8

1.01.0

日本アイスランド（１位）

日本148か
国中

118位

２
０
２
５・６・
12
発
表  

内
閣
府「
男
女
共
同
参
画
局
」Ｈ
Ｐ
参
考

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数（
Ｇ
Ｇ
Ｉ
）

１に近いほど
男女平等

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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脱
炭
素
先
行
地
域
に

相
応
し
い
取
り
組
み
を

埋立から20年以上放置されたMICE予定地

り
、新
た
な
施
設
整
備
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

同
協
議
会

に
対
し
て
今
後
の
取
り
組
み
、構
想
な

ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
く
。

提
言　

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
為
、

10
年
、20
年
先
を
見
据
え
た
施
設
整
備

の
模
索
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

質
問　

与
那
原
町
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区

公
有
地
活
用
事
業
の
Ａ
街
区
に
お
い

て
、鉱
業
法
で
は
な
く
温
泉
法
で
の
掘

削
手
続
き
を
行
っ
た
理
由
は
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

選
定
企
業

か
ら
、温
泉
利
用
に
伴
う
掘
削
を
行
っ

た
後
、天
然
ガ
ス
事
業
に
伴
う
施
設
整

備
を
検
討
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

質
問　

脱
炭
素
先
行
地
域
の
本
町
が
、

Ｃ
０
２
よ
り
も
悪
影
響
を
与
え
る
メ
タ

ン
ガ
ス
を
大
気
中
に
放
出
す
る
こ
と
を

黙
認
す
る
の
か
。

照
屋
町
長　

法
的
に
問
題
が
な
く
て
も
、

こ
の
提
起
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
ら
れ

る
よ
う
な
方
策
を
、今
後
、選
定
企
業
と

協
議
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

で
調
査
を
行
い
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
以
上
に
経

済
波
及
効
果
の
高
い
新
た
な
施
設
整
備

を
模
索
し
て
は
ど
う
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

東
海
岸
地

域
や
県
全
体
に
波
及
す
る
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、関
係
者
が
同
じ
方

向
性
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

為
、独
自
調
査
は
行
わ
な
い
。

質
問　

Ｇ
Ｗ
２
０
５
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、今
年
度
、西
海
岸
地
域
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
施
設
の
具
体
像
を
絞
り
込
む
予
定

と
な
っ
て
い
る
。東
海
岸
地
域
よ
り
、利

便
性
を
含
め
て
優
れ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、競
合
と
な
っ
た
場
合
、太

刀
打
ち
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。こ
れ

を
機
に
同
推
進
協
議
会
と
連
携
を
取

規
模
に
対
し
て
約
４
０
０
億
円
。令
和

４
年
に
２
万
㎡
へ
規
模
を
縮
小
し
た

が
、約
５
５
１
億
円
と
上
が
っ
て
お
り
、

信
憑
性
に
疑
問
を
感
じ
る
。通
常
、施

設
規
模
が
半
分
程
度
に
な
っ
た
場
合
、

経
済
波
及
効
果
は
上
が
る
の
か
、下
が

る
の
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

一
般
的
な

話
だ
と
、規
模
が
縮
小
す
る
と
経
済
効

果
も
下
が
る
。本
町
と
し
て
も
、そ
の
数

値
的
な
根
拠
や
、な
ぜ
そ
う
な
る
の
か

等
を
精
査
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
あ
り
き
の
県
の
調
査

結
果
に
頼
る
の
で
は
な
く
、本
町
独
自

質
問　

平
成
27
年
の
施
設
整
備
決
定

か
ら
既
に
10
年
が
経
過
し
、供
用
開
始

時
期
も
見
通
せ
な
い
。こ
れ
以
上
、広
大

な
土
地
を
無
駄
に
し
な
い
為
に
も
、白

紙
に
戻
す
か
、期
限
を
設
け
る
べ
き
で

は
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

県
で
は
、入

札
公
告
が
不
調
に
な
っ
た
原
因
を
踏
ま

え
、再
公
募
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
形
成
に
向
け

て
、県
、西
原
町
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問　

県
が
試
算
し
た
経
済
波
及
効

果
は
、当
初
計
画
で
は
４
万
㎡
の
施
設

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

県
全
体
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、県
や
西
原
町
と
共
に
取
り
組
む ― 

企
画
政
策
課
長

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
白
紙
に
し
、経
済
波
及
の
高
い
新
施
設
整
備
を

一
般

質

問

６
月
定
例
会

仲 里 賢 次
なか　 ざと　けん　 じ

 議員

那覇空港、那覇港湾施設、牧港
補給地区、普天間飛行場周辺
エリアを「価値創造重要拠点」
と位置づけ、時代の沖縄の進化
を象徴する「世界に開かれた
ゲートウェイ」として、将来像の
具現化を図る。

ＧＷ2050 PROJECTSの概要

価値創造を支える４つの柱
①新たな産業  ②高度人材育成
③空港起点の交通ネットワーク
④カーボンニュートラル

Gate Way2050
世界と日本を繋ぐ2050年の沖縄

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
９
月

・
１
４
６
号
）
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南
斎
場
の
時
間
延
長
を

街
路
樹
を
増
や
し

　
　
　
緑
豊
か
な
町
へ

児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た

　
　
　
講
話
会
の
実
施
を

ふるさと
納税の返

礼品

動画提供
しよう！

質
問　

本
町
の
緑
化
促
進
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。ま
た
国
道
、県
道
、町

道
及
び
町
所
有
地
の
緑
化
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

金
城
ま
ち
づ
く
り
課
長　

町
民
憲
章
で

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、緑
豊
か
な
美
し

い
町
を
」掲
げ
て
お
り
、公
園
面
積
の
拡

大
、国
道
・
県
道
を
除
い
て
可
能
な
限
り

街
路
樹
を
植
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

提
言　

国
道
・
県
道
も
含
め
、夏
場
で

も
街
路
樹
で
木
陰
が
あ
り
気
持
ち
よ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
環
境
を
作
る
。

ま
た
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
街
路
樹
と
し

て
推
薦
す
る
。

質
問　

小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
社
会
人
講
話
会
を
、少
な
く
と
も
年

た
い
と
思
っ
て
い
る
。今
年
度
の
目
標
額

は
２
億
円
を
目
指
し
て
事
業
推
進
し
て

い
き
た
い
。ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
に

つ
い
て
は
、ふ
る
さ
と
基
金
活
用
事
業

審
査
委
員
会
を
設
置
し
、各
課
か
ら
の

事
業
提
案
に
基
づ
い
て
審
査
を
行
い
事

業
を
決
定
、実
施
し
て
い
る
。

照
屋
町
長　

数
値
目
標
を
持
つ
こ
と
は

非
常
に
大
切
で
、ふ
る
さ
と
納
税
に
対

す
る
魅
力
的
な
返
礼
品
を
そ
ろ
え
る
努

力
も
必
要
。今
年
度
の
目
標
額
は
２
億

円
で
、当
然
そ
れ
以
上
の
額
を
目
指
す
。

今
後
の
使
途
に
つ
い
て
は
ル
ー
ル
の
変

更
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

質
問　

盆
・
正
月
に
帰
省
す
る
人
に「
ふ

る
さ
と
納
税
」を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、ふ
る
さ
と
納
税
額
の
目
標
を
今

年
度
は
３
億
円
、次
年
度
は
５
億
円
と

目
標
額
を
掲
げ
て
は
ど
う
か
。そ
れ
に

伴
っ
て
使
い
道
も
は
っ
き
り
決
め
、ま
ず

中
学
校
の
給
食
か
ら
無
料
に
。そ
の
後
、

順
次
ふ
る
さ
と
納
税
額
に
応
じ
て
小
学

生
給
食
の
無
料
へ
と
計
画
的
に
拡
大
し

て
は
ど
う
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

本
町
に
は

広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
も
あ
り
、既
存
の
ツ
ー
ル
で
対
応
し

質問
答弁

昨
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
今
年
度
目
標
は
２
億
円
を
目
指
す ―

 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

に
１
回
実
施
し
て
ほ
し
い
。

大
浜
教
育
指
導
主
事　

教
育
委
員
会

で
は
、児
童
生
徒
の
自
立
と
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
の
た
め
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
で
講
演
会
を
開
催
し
、学
校
の
要
望

に
応
じ
て
生
涯
学
習
振
興
課
と
連
携

し
、社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
学
校
に

派
遣
し
て
い
る
。小
学
校
で
環
境
教
育

や
福
祉
講
話
、中
学
校
で
大
綱
曳
講
話

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

南
斎
場
の
運
用
時
間
の
状
況

及
び
運
用
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、町
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

開
所
時

間
は
午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
で
、午
前
に
５
件
、午
後
に
８

件
、計
13
件
実
施
。火
葬
場
は
３
市
３

町
の
共
同
運
営
で
、各
市
町
の
協
議
の

上
で
運
営
方
法
を
決
定
し
て
い
る
。現

時
点
で
、３
日
以
内
の
火
葬
が
全
体
の

83
％
、４
日
以
内
で
は
94
％
実
施
。今

年
度
中
に
新
た
に
２
基
増
設
予
定
で
、

令
和
８
年
度
に
稼
働
を
予
定
し
て
い

る
。遺
体
の
状
況
に
よ
っ
て
は
割
り
込
み

も
実
施
し
、緊
急
の
場
合
に
は
回
数
を

増
や
す
取
り
扱
い
も
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
額
を
３
億
円
に

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

知 念 正 成
ち　  ねん   まさ   なり

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
９
月

・
１
４
６
号
）
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大見武区農地参考資料

：大見武区
：宮城地区
：大見武区採水位置

大見武区の採水設備
（貯水地下タンク設備）

宮城地区の採水設備
（各畑ごとに整備されて
いる）

で
あ
る
。

質
問　

宮
城
地
区
は
畑
ご
と
に
水
の
供

給
が
整
備
が
さ
れ
て
い
る
が
、大
見
武

区
は
、地
下
給
水
井
戸
か
ら
ポ
ン
プ
を

利
用
し
て
離
れ
た
畑
ま
で
ホ
ー
ス
を
ひ

い
て
水
の
供
給
を
し
た
り
、水
タ
ン
ク
を

利
用
し
畑
ま
で
運
搬
し
て
い
る
。大
見

武
区
も
池
田
ダ
ム
か
ら
の
水
の
供
給
は

可
能
か
。ま
た
、農
家
と
し
て
水
の
供
給

が
最
大
の
課
題
で
あ
り
、そ
れ
が
整
え

ば
農
家
を
志
し
た
い
人
が
増
え
る
と
思

う
が
、如
何
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

土
地
改

良
区
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
へ
今

後
、畑
を
ど
う
し
た
い
の
か
、水
の
供
給

設
備
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
を
含
め
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
現
状
を
把
握
し
て

い
き
た
い
。

質
問 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
い
つ
ま
で
に
実

施
す
る
の
か
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

農
業
委

員
会
と
も
調
整
し
な
が
ら
、早
め
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

６
基
あ

る
地
下
給
水
井
戸
に
、ポ
ン
プ
で
水
を

く
み
上
げ
て
使
用
し
て
い
る
の
が
現
状

進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、令
和
６
年
度
中

で
終
了
し
て
い
る
の

で
１
０
０
％
と
な
っ

て
い
る
。

質
問　

与
那
原
町

が
管
理
し
て
い
る
地

域
や
南
風
原
町
の
宮

城
地
区
の
管
理
用

地
が
あ
る
が
、そ
の

経
緯
を
伺
う
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進

課
長　

国
の
土
地
改

良
総
合
整
備
事
業

を
活
用
し
て
実
施
し

て
お
り
、与
那
原
町

が
整
備
し
た
部
分
と

南
風
原
町
が
整
備

し
た
部
分
の
両
方
が

あ
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

質
問　

宮
城
地
区
管
理
以
外
の
農
地
へ

の
水
の
供
給
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

か
。

質
問　

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
を
中
心
に
、

大
見
武
区
内
の
地
域
計
画
を
進
め
て
い

る
と
思
う
が
、そ
の
目
的
と
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

地
域
計

画
で
は
、農
業
を
担
う
者
ご
と
に
利
用

農
地
を
集
約
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い

て
お
り
、地
域
農
業
の
将
来
の
在
り
方

の
計
画
作
成
、農
業
を
担
う
者
ご
と
に

利
用
す
る
農
地
の
地
図
の
作
成
な
ど
を

目
的
と
し
、本
町
に
お
い
て
は
、令
和
６

年
度
中
に
大
見
武
地
区
の
土
地
改
良

区
部
分
に
農
地
の
集
約
が
可
能
と
判
断

し
、計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、調
整
を
進
め
て
い
く ―

 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

大
見
武
区
の
農
地
の
環
境
整
備
を

一
般

質

問

６
月
定
例
会

町 田 元 利
まち     だ    もと     とし

 議員

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
日
よ
け（
サ
ン
シ

ェ
ー
ド
）の
設
置
を

与
那
原
バ
イ
パ
ス（
浜
田
区
〜
大
見
武

区
線
）の
信
号
機
の
設
置
を

そ
の
他
の
質
問

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
９
月

・
１
４
６
号
）
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与
那
原
大
綱
曳

安
全
に
楽
し
む
対
策
を

子
ど
も
の
居
場
所

提
供
者
と
意
見
交
換
を

事
件
・
事
故
か
ら

　

子
ど
も
達
を
守
ろ
う

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

企
業
へ
の
働
き
か
け
を

申
請
者
全
て
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

お
い
て
、需
要
調
査
及
び
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
実
施
す
る
の
で
、町
単
独
で
の
企

業
へ
の
働
き
か
け
は
考
え
て
い
な
い
。

提
言　
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、

昔
の
港
町
で
人
の
流
れ
に
よ
っ
て
栄
え

た
ま
ち
づ
く
り
が
再
現
で
き
る
。那
覇

港
の
よ
う
に
、バ
ー
ス
の
拡
張
や
Ｌ
Ｒ

Ｔ
の
復
活
な
ど
で
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
周
辺
や

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
開
発
が
進
む
。年
に
数
回

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
の
展
示
会
に
出
展
さ
れ
る

業
者
は
近
く
に
滞
在
す
る
た
め
、旧
市

街
地
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
と
思
う
。

質
問　

綱
曳
の
時
に
、外
国
人
向
け
に

流
れ
が
分
か
る
よ
う
に
し
な
い
と
ケ
ガ

を
す
る
可
能
性
が
あ
る
。対
策
を
お
願

い
し
た
い
。

桑
江
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

綱
の
持
ち

方
な
ど
、英
語
版
で
作
成
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

成
を
行
う
こ
と
で
参
加
者
が
楽
し
め
る

と
思
う
。

質
問　

町
と
し
て
企
業
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘

致
の
営
業
は
で
き
な
い
か
。

饒
平
名
企
画
政
策
課
長　

沖
縄
県
に

質
問　

３
月
議
会
に
て
、令
和
７
年
度

か
ら
は
申
請
者
全
て
の
方
が
、ボ
ウ
リ

ン
グ
教
室
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
答
弁
し
て
い
た
が
、改
善
は
さ
れ
て
い

る
か
。

具
志
堅
福
祉
課
長　

募
集
を
か
け
た

と
こ
ろ
、50
名
の
定
員
に
対
し
て
81
名

の
申
し
込
み
が
あ
り
、全
員
利
用
を
決

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。２
期
目
の

募
集
に
関
し
て
も
同
じ
よ
う
に
実
施
し

て
い
く
。チ
ー
ム
編
成
に
つ
い
て
は
、町

と
し
て
募
集
を
か
け
る
際
に
は
仲
間
づ

く
り
も
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

提
言　

孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
チ
ー
ム
編

質問
答弁

全
て
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
努
力
す
る ―

 

福
祉
課
長

質
問　

全
国
で
子
ど
も（
９
歳
以
下
）の
行

方
不
明
者
が
１
０
０
０
人
以
上
い
て
、

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
も
多
い
。本

町
の
対
策
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

与
那
原

町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に

お
い
て
、関
連
す
る
課
、学
校
、児
童
・
民

生
員
、与
那
原
警
察
署
、児
童
相
談
所

と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

貧
困
対
策
と
し
て
実
施
し
て
い

る
が
、ま
す
ま
す
増
え
る
一
方
。親
の
就

労
や
子
供
の
教
育
、家
庭
問
題
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
枠
を
超
え
て
い
る
。居
場

所
提
供
し
て
い
る
方
々
と
の
意
見
交
換

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

毎
月
会
議

を
行
っ
て
い
る
。今
年
か
ら
は
学
童
の
家

賃
補
助
、送
迎
支
援
補
助
な
ど
を
実
施

し
て
い
く
。学
童
利
用
料
が
下
が
る
事

で
利
用
者
が
増
え
る
と
、親
の
支
援
、貧

困
対
策
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

「
介
護
予
防
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
」申
請
者
全
て
の
参
加
を

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

舩 谷 政 喜
ふな　 たに　 まさ　  き

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
９
月

・
１
４
６
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防
災
マ
ッ
プ
を

　
目
に
付
く
と
こ
ろ
に

公
共
施
設

　
利
用
料
の
見
直
し
を

災害時に
すばやく

対応でき
る防災マ

ップを

阿知利保
育所

サンシェ
ードの修

繕を

早急に！

備
を
続
け
て
い
る
。

質
問　

防
災
マ
ッ
プ
を
ス
マ
ホ
等
で
見

る
と
非
常
に
見
え
に
く
い
が
、ポ
ス
タ
ー

に
し
て
配
布
は
可
能
か
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

防
災
気

象
情
報
の
見
直
し
案
が
発
表
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
に
伴
い
防
災
マ
ッ
プ
を
更
新
す

る
予
定
で
あ
る
。そ
の
後
、ポ
ス
タ
ー
と

し
て
配
布
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

観
光
交
流
施
設
利
用
料
に
つ
い

て
、予
約
が
取
り
に
く
い
状
況
が
よ
く

あ
る
が
、利
用
料
が
安
す
ぎ
で
は
な
い

か
。ま
た
町
外
利
用
料
を
値
上
げ
し
、

町
民
と
の
差
別
化
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

利
用
者

増
は
近
隣
市
町
村
を
含
め
て
も
、施
設

不
足
も
影
響
。利
用
料
改
定
も
含
め
、

関
係
各
課
と
慎
重
に
協
議
を
重
ね
て
行

き
た
い
。

視
野
に
、早
急
に
対
応
し
た
い
。

質
問　

昨
年
の
津
波
警
報
を
受
け
、本

町
も
様
々
な
課
題
が
出
来
た
と
思
う

が
、そ
の
後
の
対
策
は
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

多
く
の

町
民
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
重
く
受
け

止
め
、ご
要
望
の
あ
っ
た
飲
料
水
の
配

１
番
支
援
員
が
少
な
い
学
童
が
、最
も

利
用
料
が
安
い
。利
用
料
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
の
は
何
故
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

家
賃
や
送

迎
費
等
負
担
の
少
な
い
学
童
も
あ
る
。

ま
た
夏
休
み
な
ど
、長
期
休
暇
中
の
人

件
費
や
食
事
代
、１
日
を
通
し
て
預
か

る
費
用
も
掛
か
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が

ら
、町
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
の

で
、今
年
度
か
ら
適
正
に
補
助
金
が
使

わ
れ
て
い
る
か
監
査
を
し
て
い
く
。

質
問　

阿
知
利
保
育
所
の
園
庭
サ
ン

シ
ェ
ー
ド
が
破
損
し
て
お
り
、遊
具
が

炎
天
下
に
さ
ら
さ
れ
て
い
て
、と
て
も
触

れ
る
状
況
じ
ゃ
な
い
。修
繕
の
予
定
は
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

経
年
劣
化

に
よ
り
使
用
困
難
な
状
態
。補
助
金
を

質
問　

町
内
10
か
所
の
学
童
に

対
し
て
年
間
１
億
５
４
０
０

万
円
余
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ

て
い
る
が
、県
内
一
利
用
料
も

高
く
、利
用
者
に
還
元
さ
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。補
助
金

の
具
体
的
な
使
い
道
を
問
う
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

補
助
金
は

長
時
間
保
育
、障
が
い
児
受
け
入
れ
、

人
件
費
、家
賃
、送
迎
支
援
な
ど
に
使

わ
れ
て
お
り
、全
体
の
７
〜
８
割
が
人

件
費
。利
用
料
と
補
助
金
を
合
わ
せ
て

運
営
し
て
い
る
。

質
問　

人
件
費
が
大
半
を
占
め
る
中
、

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

今
年
度
よ
り
監
査
を
し
、補
助
金
の
使
い
道
を
確
認
す
る ―

 

子
育
て
支
援
課
長

学
童
保
育
へ
１
億
５
４
０
０
万
円
超
の
補
助
金
の
使
途
は

町
管
理
の
駐
車
場
を
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン

グ
に
出
来
な
い
か

こ
れ
か
ら
の
少
子
化
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

一
般

質

問

６
月
定
例
会

城 間 優 希
しろ　  ま　  ゆう　  き

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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施
設
利
用
者
の

　
　
満
足
度
向
上
へ

高齢者が安心して利用できる施設へ

新総合防災情報システム（SOBO-WEB）について
○
旧
シ
ス
テ
ム
は
、整
備
か
ら
10
年
以
上
経

　

過
し
て
お
り
、操
作
性
や
デ
ー
タ
量
に
課

　

題
あ
り
。ま
た
、利
用
者
も
国
の
関
係
省

　

庁
に
限
ら
れ
て
い
る
。

○
新
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ‒
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
）で
は
、操
作
性・デ
ー
タ
量
を
大

　
幅
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、国
の
機
関
だ

　

け
で
な
く
、地
方
自
治
体・指
定
公
共
機

　
関
も
利
用
可
能
に
。

旧システム 新システム

操
作
性

利
用
者

デ
ー
タ
量

手動操作が多く
手間、時間がかかる

表示できる
地図情報が少ない

国（関係省庁）（23機関）

自動収集する情報を拡大
地図情報を自動で更新

取得・閲覧可能な
地図情報が増加

国（関係省庁）　（23機関）
地方自治体　　（1788機関）
指定公共機関　（106機関）
計　　　　　　（1917機関※）

※2024年７月18日現在

国と自治体等が一体となった災害対応を一層さらに強化。

対
応
が
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
る
。

質
問　

運
用
を
想
定
し
て
、課
題
が
あ

れ
ば
伺
う
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

迅
速
に
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
せ
て
い
け
る
か

が
非
常
に
大
切
だ
と
思
う
。シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
、住
民
に
い
か
に
素
早
く
情

報
発
信
が
で
き
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

質
問　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
に
お
け
る

観
光
交
流
施
設
整
備
の
点
検
・
保
守
は

ど
の
よ
う
な
頻
度
、体
制
で
行
っ
て
い
る

の
か
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　
故
障
発

生
時
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、年
に
数
回
保

守
点
検
に
入
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

質
問　

設
備
器
具
の
故
障
発
生
時
の

対
応
は
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

現
在
、

故
障
し
て
い
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
に
つ
い
て

は
、既
に
生
産
終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら

識
の
統
一
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。地
域

に
よ
る
情
報
が
可
視
化
し
て
見
や
す
く

な
る
。新
シ
ス
テ
ム
で
は
、全
国
の
地
方

自
治
体
や
、指
定
公
共
機
関
も
利
用
可

能
。国
と
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
た
災
害

質
問　

国
が
令
和
６
年
４
月
よ
り
運

用
を
開
始
し
た「
新
総
合
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
」の
内
容
と
旧
シ
ス
テ
ム
と
の
違

い
は
。ま
た
、災
害
対
応
へ
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
の
か
。

吉
野
生
活
環
境
安
全
課
長　

災
害
発

生
直
後
か
ら
、災
害
の
状
況
、ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
被
害
状
況
、道
路
通
行
規
制
情

報
、避
難
所
の
開
設
状
況
や
避
難
者

数
、備
蓄
物
資
の
状
況
な
ど
多
様
な
情

報
が
地
理
空
間
情
報
と
し
て
集
約
さ
れ

地
図
上
で
一
元
的
に
表
示
さ
れ
る
。こ
れ

に
よ
り
、関
係
機
関
が
瞬
時
に
被
害
の

全
体
像
を
俯
瞰
的
に
把
握
し
、状
況
認

質問
答弁

迅
速
に
対
応
し
、可
視
化
し
て
い
く ―

 

生
活
環
境
安
全
課
長

観光交流施設の設備器具を定期的に点検・保守を

修
理
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

今
後
の
対
応
は
。

与
那
嶺
生
涯
学
習
振
興
課
長　

供
用

開
始
し
て
10
年
に
な
り
、修
繕
箇
所
が

多
く
発
生
し
て
い
る
。優
先
順
位
も
あ

る
が
、マ
ッ
サ
ー
ジ
機
に
つ
い
て
は
住
民

の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
の
で
、補
助
メ
ニ
ュ
ー

が
な
い
か
、指
定
管
理
者
と
検
討
し
て

い
き
た
い
。

提
言　

高
齢
者
福
祉
事
業
の
一
貫
と
し

て
、高
齢
者
の
介
護
予
防
、健
康
寿
命
の

延
伸
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。利
用

者
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く
参
加
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
シ
ス
テ
ム
で
災
害
対
応
力
強
化
を

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

新 垣 真一
しん　 がき    しん   いち

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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選挙
体験記念カード

は
じめ
ての選挙記念カード

第
20
期 

与
那
原
町
議
会

　
議
員
一
般
選
挙
総
括
を

た
め
、投
票
し
た
証
と
し
て
つ
な
ひ
き
か

ち
ゃ
ん
を
模
し
た「
初
め
て
の
投
票

カ
ー
ド
」を
渡
し
、未
来
の
主
権
者
教
育

と
い
う
観
点
で
、保
護
者
と
来
ら
れ
た

子
供
た
ち
に「
親
子
で
選
挙
カ
ー
ド
」を

配
っ
た
。ま
た
、「
あ
な
た
が
大
き
く
な
っ

た
ら
あ
な
た
の
一
票
を
し
っ
か
り
行
使

し
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
、多
く
の
枚
数
を
手
渡
す
こ
と
が

で
き
た
。

質
問　

不
在
者
投
票
、漁
師
の
方
や
自

然
を
相
手
に
仕
事
を
し
て
い
る
方
達

は
、天
候
な
ど
で
収
入
の
変
動
が
あ
り

時
間
も
大
切
で
あ
る
。時
間
の
指
定
、午

前
か
午
後
で
も
変
わ
る
。そ
の
調
整
は

で
き
な
い
か
。

岡
総
務
課
長　

郵
便
局
に
も
で
き
る
限

り
の
配
慮
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

に
、ま
た
、私
の
方
か
ら
お
伝
え
す
る
事

は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

り
組
み
は
。

岡
総
務
課
長　

与
那
原
町
選
挙
委
員

会
で
初
の
試
み
と
し
て「
初
め
て
の
投

票
カ
ー
ド
」と「
親
子
で
選
挙
カ
ー
ド
」

を
配
布
し
た
。10
代
及
び
20
代
前
半
の

方
に
選
挙
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く

童
が
減
少
し
て
い
く
事
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。学
童
側
へ
家
賃
補
助
を
行
い
、利

用
料
を
下
げ
て
い
く
こ
と
が
、利
用
者

の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。そ
の
推
移
を
確
認
し
、実
際
の
利

用
状
況
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

第
20
期
与
那
原
町
議
会
議
員

選
挙
の
総
括
を
伺
う
。

岡
総
務
課
長　

本
年
度
の
選
挙
は
、当

初
投
票
実
施
と
い
う
形
で
進
ん
で
い
た

が
、４
月
19
日
に
立
候
補
者
と
当
選
人

数
が
同
一
と
い
う
こ
と
で
、公
職
選
挙

法
第
１
０
４
条
４
項
で
無
投
票
と
な
っ

た
。期
日
前
投
票
者
数
は
３
２
５
２

人
、投
票
率
は
20
・
88
％
、不
在
者
投
票

数
は
31
名
の
郵
送
が
あ
っ
た
。４
年
前

は
、４
６
９
４
名
で
30
・
95
％
と
な
っ
て

い
る
。

質
問　

選
挙
管
理
委
員
会
が
行
っ
た
取

質
問　

与
那
原
小
学
校
区
内
で
は
学

童
の
空
き
が
あ
り
、与
那
原
東
小
学
校

区
内
で
は
待
機
児
童
が
い
る
が
、何
人

い
る
の
か
。ま
た
、町
と
し
て
の
対
応
は
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

５
月
１
日

現
在
、待
機
児
童
は
４
名
。３
月
４
月

時
点
で
は
26
名
い
た
が
、既
存
の
認
可

外
施
設
で
８
名
、新
規
施
設
に
て
14
名

を
お
預
か
り
し
て
い
る
。

質
問　

認
可
学
童
を
増
や
す
予
定
は

あ
る
の
か
。

新
里
子
育
て
支
援
課
長　

現
在
与
那

原
町
内
に
10
カ
所
の
学
童
が
あ
る
が
、

今
後
は
少
子
化
の
影
響
で
利
用
す
る
児

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

認
可
外
施
設
へ
の
案
内
を
行
っ
て
い
る ―

 

子
育
て
支
援
課
長

本
町
の
待
機
児
童
問
題
、ど
う
取
り
組
む

一
般

質

問

６
月
定
例
会

古 堅 亮 吉
ふる　 げん   あき   よし

 議員

今
後
の
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
フ
ェ
ス
開
催
、運
営
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

「つなひきかちゃん」をモチーフに作られたカード

不
在
者
投
票…

仕
事
や
療
養
な
ど
で
投
票
日

当
日
に
投
票
所
へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は

郵
送
に
よ
る
投
票
が
可
能
で
あ
る
。不
在
者
投

票
は「
不
在
者
投
票
請
求
書
宣
誓
書
」の
提
出

が
必
要
。請
求
は
選
挙
管
理
委
員
会
か
町
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
の

み
受
付
可
。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
和
７
年
９
月

・
１
４
６
号
）
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18円 15円

33円

水
道
料
金
の
値
上
げ
を

延
期
し
、町
民
に
し
っ

か
り
説
明
を

学校給食費半額補助状況

水道料金値上げ予定

小学校
（当初R8/3月まで）

中学校

給食費月額

補 助 額

保護者負担

項　目

5,200
2,600
2,600

5,800
2,900
2,900

1㎥当たり
値上げ幅

家事用
営業用

R7年10月～ 
R8年10月 

各18円
さらに各15円

（
単
位
：
円
）

2年で
33円の
値上げ

R７年
（1回目）

R８年
（2回目）

改定
合計

35
30
25
20
15
10
5
0

1㎥あたりの
値上げ

給
食
費
無
償
化
で

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
！

４月から県や国からの補助を活用し、小・
中学生の給食費が本年度限り半額に。
次年度以降も給食費の完全無償化を！

質
問　

本
年
３
月
議
会
で
多
数
決
の

可
決
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、本
員
は
そ

の
経
過
を
尊
重
す
る
。町
民
へ
の
説
明

は
議
会
と
同
じ
よ
う
に
大
事
で
あ
る
。

し
か
し
経
過
を
み
る
と
、総
じ
て
町
民

不
在
だ
っ
た
と
の
批
判
を
受
け
て
も
仕

方
が
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。例
え
ば
、一

回
だ
け
開
い
た
町
民
説
明
会
は
た
っ
た

４
人
の
出
席
だ
っ
た
。町
民
説
明
が
な

ぜ
大
事
か
、そ
れ
は
す
べ
て
の
町
民
と

業
者
が
直
接
悪
影
響
を
受
け
る
こ
と
、

昨
今
の
物
価
高
騰
で
深
刻
な
生
活
苦
と

営
業
苦
が
沈
殿
し
て
い
る
こ
と
、何
よ

り
公
共
料
金
だ
か
ら
で
あ
る
。こ
の
ま

ま
10
月
実
施
だ
と
町
長
も
本
意
で
は
な

い
と
思
う
の
で
、値
上
げ
を
１
年
程
度

延
期
し
、町
民
の
理
解
を
得
る
場
を
つ

く
る
べ
き
で
あ
る
。そ
の
際
、問
題
と
な

る
財
源
は
国
の
交
付
金
約
１
０
０
０

補
助
は
維
持
す
る
。保
護
者
負
担
の
軽

減
は
町
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、国
・
県
の
動
向
と
本
町
財
源
を
し
っ

か
り
確
認
し
、一
歩
で
も
完
全
無
償
化
に

近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、県
が
小
学
校
を
完
全
無
償
化
し

た
場
合
、中
学
校
は
半
額
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
。小
中
学
校
は
同
じ
よ
う

な
形
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

本
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、中
学
校
は
県
の
半
額
補
助
以
上
が

次
年
度
以
降
も
継
続
だ
が
、小
学
校
は

国
の
本
年
限
り
の
交
付
金
で
措
置
さ
れ

て
い
る
。県
内
自
治
体
の
過
半
数
が
完

全
無
償
化
に
舵
を
切
り
、全
国
知
事
会

も
動
き
、国
会
で
も
法
案
提
出
さ
れ
た
。

次
年
度
こ
そ
町
の
独
自
財
源
を
上
乗
せ

し
た
完
全
無
償
化
の
決
意
を
示
す
と
き

だ
と
考
え
る
が
、町
長
の
見
解
を
問
う
。

照
屋
町
長　

今
年
度
の
小
学
校
半
額

補
助
は
国
の
交
付
金
で
措
置
し
た
が
、

仮
に
次
年
度
に
交
付
金
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
、少
な
く
と
も
小
学
校
の
半
額

質問
答弁

本
年
度
末
限
り
だ
っ
た
小
学
校
半
額
補
助
は
次
年
度
も
継
続
す
る ―

 

町
長

万
円
と
、水
道
事
業
の
累
積
黒
字
約
５

億
円
の
12
％
程
度
を
取
り
崩
せ
ば
実
施

で
き
る
。こ
れ
は
今
後
の
町
民
と
町
長
の

信
頼
性
、関
係
性
か
ら
み
て
も
極
め
て

大
事
だ
と
考
え
る
が
、町
長
の
見
解
を

問
う
。

照
屋
町
長　

町
民
へ
の
お
知
ら
せ
は
一

定
程
度
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。諮

問
委
員
会
に
は
、町
民
代
表
で
区
長
会

会
長
と
女
性
会
副
会
長
に
委
嘱
し
て
お

り
、一
定
程
度
、町
民
の
意
見
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
。町
民
の
負
担
軽

減
で
は
国
の
支
援
金
を
活
用
し
て
８
か

月
間
、基
本
料
金
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
減
免
し
て
き
た
。県
の
水
道
料
金
卸

し
値
が
上
が
っ
た
こ
と
が
値
上
げ
理
由

で
あ
る
。基
金（
累
積
黒
字
）は
、耐
震

化
や
老
朽
管
の
取
り
換
え
な
ど
、今
後

の
大
き
な
事
業
の
た
め
に
備
え
、予
定

通
り
10
月
に
実
施
し
た
い
。

小
中
学
校
給
食
費
完
全
無
償
化
の
決
断
を
！

答弁

一
般

質

問

６
月
定
例
会

宮 里 武 志
みや　 ざと　たけ　　し

 議員

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 

（
令
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９
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４
６
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ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

考
え
る
と
、基
本
的
に
は
本
員
も「
窓

口
受
付
時
間
短
縮
」と
い
う
行
政
の
取

組
み
実
施
に
は
反
対
で
は
な
い
が
、今

回
、施
行
期
間
が
10
月
か
ら
と
い
う
の

に
は
反
対
。試
験
的
実
施
を
お
こ
な
う

の
で
あ
れ
ば
、月
１
回
、も
し
く
は
週
１

あ
る
。今
回
の「
窓
口
受
付
時
間
短
縮
」

に
向
け
た
説
明
資
料
を
読
む
と
、職
員

へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、町
民
へ
は
デ

メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
と
本
員
は
思
う
。

国
の
働
き
方
改
革
の
な
か
で
、今
後
必

要
な
部
分
で
あ
り
、行
政
職
員
の
事
も

質
問
・
提
言　

今
回
議
会
へ
の
説
明
が

あ
っ
た「
窓
口
受
付
時
間
短
縮
」の
件
だ

が
、窓
口
受
付
は
行
政
の
な
か
で
は
、１

番
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
う
。本
員

は
今
ま
で
何
度
か
窓
口
受
付
の
質
問
と

提
案（
休
日
の
窓
口
対
応
）を
し
て
い

て
、過
去
い
く
つ
か
の
課
に
は
、休
日
対

応
を
し
て
も
ら
っ
た
経
緯
も
あ
る
。そ
れ

を
踏
ま
え
た
う
え
で
何
度
も
言
う
が
、

基
本
的
に
は
一
般
の
方
々
も
、行
政
の

皆
さ
ん
と
同
じ
時
間
帯
で
働
い
て
い
て
、

役
場
へ
の
申
請
や
受
付
な
ど
に
は
、休

暇
を
取
っ
た
り
、早
め
に
仕
事
を
あ
が
っ

た
り
し
て
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で

町政へここが聞きたい！

質問
答弁

実
施
期
間
、施
行
期
間
も
含
め
、議
論
し
決
定
す
る ―
 

町
長

「
窓
口
受
付
時
間
短
縮
」を
周
知
し
意
見
を
聞
き
検
討
を

一
般

質

問

６
月
定
例
会

松 長 康 二
まつ　 なが　 こう　 じ

 議員

「
窓
口
受
付
時
間
短
縮
」に
お
い
て
は
、

議
会
へ
の
承
認
は
必
要
な
く
、行
政
独

自
の
判
断
に
お
い
て
実
施
で
き
る
案
件

で
あ
る
。

回
窓
口
受
付
時
間
延
長
や
、本
町
の
例

規
集
の
就
業
時
間
を
変
更
し
、月
１
回

の
平
日
で
、行
政
の
開
庁
時
間
を
10
時

に
し
て
、閉
庁
時
間
を
19
時
に
す
る
な

ど
の
試
験
的
な
実
施
も
行
っ
て
も
ら
い

た
い
。

岡
総
務
課
長　

昨
年
５
月
よ
り
検
討

を
開
始
し
、窓
口
の
実
態
調
査
、各
課
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
踏
ま
え
て
極
力
町
民

生
活
へ
影
響
が
少
な
い
形
で
の
実
施
を

模
索
し
て
き
た
。Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
、新
た

な
施
策
検
討
な
ど
の
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
で
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。併
せ
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
し
、働
き
や
す

い
環
境
を
作
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。今
後
も
様
々
な
ご
意
見

を
参
考
に
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
く
。

照
屋
町
長　

実
施
期
間
、施
行
期
間
も

含
め
、い
ま
一
度
、し
っ
か
り
議
論
を
し

て
決
定
し
た
い
と
思
う
。

本町の課題と窓口受付時間短縮の背景

窓口受付時間短縮の実施案と目的

超過勤務の発生や課内で相談する
時間が取りにくい。業務処理の停
滞、１人で抱え込んでしまう環境が
生まれ、メンタル不調者が複数人い
る。

■窓口受付時間：８：30～17：15 ▶ ９：００ ～ 16：30
　※８：３０～１７：１５ 勤務時間は変更なし
■対象部署 ：全課（コミュニティセンターを含む）
　※幼稚園、保育所、児童館、図書館を除く
■電話受付：現状どおり ８：30～17：15
■庁舎警備：１時間延長 変更前17：00～８：30  変更後16：30～９：00
■周知期間：令和７年７月～令和８年３月（９か月）
■実施時期：令和７年10月～令和８年３月（６か月）試行期間
　　　　　　　　　　　　  令和８年４月～ 　　 本格実施
■周知方法：町広報誌、ホームページ、公式ＬＩＮＥ、ポスター、チラシなど

メンタル不調者の発生
複数課にまたがる手続きを終業間際ま
で受付け、超過勤務を前提とした勤
務体系となっている。職員のワークライ
フバランスや人材確保の観点からも魅
力的な職場環境が求められる。

職員同士の会議時間が取りにくい
中、会議中であっても窓口対応で
中断せざるを得ない場合があり、適
切な住民サービスを検討する時間
の確保が難しい状況である。

窓口業務の多忙によりＤＸスキルを十
分に習得する時間がない。また、先進
事例の調査、精査を十分に行うことが出
来ず、より良い施策に気づいても展開
する機会を逸失している可能性がある。

ワークライフバランスの低下

業務効率の低下 行政ＤＸの停滞

目的 １. 働き方改革   ２. 業務効率の向上   ３. 行政ＤＸの推進
４. 職員のメンタルヘルス対策

※上記は令和７年６月時点の案であり確定ではありません。

与
那
原
町  

議
会
だ
よ
り 
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ヒーロー・ヒロインインタビュー 知念高校（与那原中出身）
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よ
な
ば
る 

議
会
だ
よ
り

令和７年度 ６月定例会 一般質問4〜15

16P

P令和７年  第２回 定例会（６月議会）議決結果

意見文・抗議決議文

2・3P

　

町
民
の
皆
さ
ま
は
じ
め
ま
し
て
。こ

の
度
、広
報
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長

を
拝
命
さ
れ
ま
し
た
新
人
の
仲
里
賢
次

で
す
。

　

さ
て
、今
シ
ー
ズ
ン
も
大
谷
翔
平
選

手
の
活
躍
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。６
月
に

は
投
手
と
し
て
復
帰
し
、リ
ハ
ビ
リ
中

で
あ
り
な
が
ら
１
６
０
㎞
／
ｈ
越
え
の

ス
ト
レ
ー
ト
を
披
露
。さ
ら
に
投
手
で

あ
り
な
が
ら
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
オ
ー
ル
ス

タ
ー
前
最
多
本
塁
打
記
録
を
塗
り
替

え
る
等
、１
５
０
年
以
上
の
歴
史
あ
る

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
記
録
と
伝
説
を
塗

り
替
え
て
い
る
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
こ

と
が
で
き
、日
本
人
と
し
て
、野
球
フ
ァ

ン
と
し
て
彼
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
熱
い
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、

益
々
彼
の
一
投
一
打
か
ら
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、９
月
５
日
〜
14
日

の
期
間
に
お
い
て
、第
31
回
Ｕ‒

18
野
球

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
初
め
て
沖
縄
で
開

催
さ
れ
ま
す
。歴
史
の
あ
る
大
会
が
、再

び
日
本
で
開
催
さ
れ
る
の
は
２
０
１
５

年
の
大
阪
大
会
以
来
２
度
目
と
な
り
、

地
元
の
声
援
を
背
に
、前
回
初
優
勝
し

た
日
本
代
表
は
連
覇
を
狙
い
ま
す
。

　

是
非
こ
の
機
会
に
球
場
へ
足
を
運

び
、大
谷
翔
平
選
手
の
よ
う
に
、世
界
で

活
躍
す
る
将
来
の
ス
タ
ー
選
手
の
卵
を

応
援
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

編
集
後
記

議会広報常任委員会
副委員長 仲里 賢次
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与
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住 み や す い ま ち へ ―あ な た の 声 を と ど け ま す

よなばるよなばる

与那原町３チームと西原町１チームが対戦  ■１位：当添シーマーズ　■２位：西原バッファローズ（招待チーム）
第136回 与那原町少年野球夏季大会（７月19日開催）

当
添
シ
ー
マ
ン
ズ 

優
勝

当
添
シ
ー
マ
ン
ズ 

優
勝

■ 東恩納 瑠花さん（写真左）
　 （与那原東小学校出身 チーム名：与那原JVC）
■ 具志堅 咲和さん（写真中央）
　 （与那原東小学校出身 チーム名：与那原JVC）
■ 豊島 りこさん（写真右）
　 （与那原小学校出身 チーム名：与那原ウィ゙クトリー）

●東恩納さん：チームが優勝一筋で全員輝いて

　カッコよかった。
●具志堅さん：応援してくれるOB・OGや先

　輩・地域の方々の期待の優勝ができてよかっ

　た。

●豊島さん：去年、西高に負けてその悔しさを

　バネに優勝できてうれしい。

高校総体22年ぶりに優勝した感想はQ

●東恩納さん：今までの指導者に感謝し一戦で

　も多く戦える様に練習に励む。
●具志堅さん：第一志望の大学に合格し、夢の

　実現に向けて頑張っていく。

●豊島さん：春高バレーの県予選優勝、全国大

　会で全てを出し切る、高校での怪我を糧に自

　分の限界に挑戦したい。 

今後の目標はQ

●東恩納さん：沢山の応援宜しくお願いします。
●具志堅さん：与東小区域に放課後、勉強でき

　る施設が欲しい。

●豊島さん：スポーツが盛んな町にしたい。 

与那原町役場や町議会へ希望・要望は Q

●東恩納さん：保護者・指導者や周りの方に感謝し沢

　山成長していくので応援よろしくお願いします。
●具志堅さん：全国大会で一戦でも多く試合が

　できるようにチーム一丸となって練習に励

　んでいるので応援宜しくお願いします。

●豊島さん：人間性も成長できるチームスポー

　ツに積極的に参加し、日々の成長が感じられ

　るようにお互い頑張っていきましょう。

最後に後輩や町民に一言Q

●東恩納さん：母が経験者で友達に誘われた

　から。
●具志堅さん：母が楽しそうにママさんバレー

　しているの見て始めました。

●豊島さん：小学生の頃に友達に誘われて、い

　つの間にかバレーが大好きになった。

バレーボールをはじめたきっかけはQ

江口ホエールズ 与那原マリンズ

当添シーマンズ

アンケートに
ご協力お願いします
「よなばる議会だより」に関する
ご意見・ご感想などがありました
らお聞かせください。

ア
ン
ケ
ー
ト
は

こ
ち
ら
か
ら

ヒーロー・ヒロインインタビュー

沖縄県高校総体で22年ぶり優勝した知念高校（女子バレー部）
与那原中学校出身の仲良しトリオ

８日（月）～26日（金）  一般質問▶24日（水）～26日（金）9月定例会（予定）

議会報告会

１年間の議会活動を報告し、皆様のご質問にお答えします！
■時間：19時より

上の森かなちホール
９月19日（金）開催

開催決定
町
民
の
み
な
さ
ん

気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ね
〜


